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北海道津軽海峡沿岸におけるマ コ ガレイ稚魚による
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Feeding　on　Harpact量coid 　Copepods　by　Marbled　Sole　1）leuronectes　yoko 乃amae

　　　　Juveniles　in　the　Coasta正Ares　of　Tsugaru　Strait，　Hokkaido ＊1

Masayasu　Nakagarni，＊2　Tetsuya　Takatsu，＊2

Taihei　Matsuda，

＊3
　anCl　Teyomi 　Takahashi ＊2

　　Monthly 　changes 　in　the　nlain 　food　items　of　andbiased 　feeding　on 　adult　males 　of　harpacticoid　cop −

epods 　by　marbled 　sole　Pleurone‘tesジokohamae 　juveniles　were 　examined 　iII　the　Coastal　Area　of

Tsugaru　Strait，　Hokkaido，　from　Apr琵to　September　1996　and 三n 　May 　1997．　At　IwabeFishing　Port　in
May −July　1996　and 　May 　1997，　marbled 　sole　juveniles（≦30　mm 　in　SL）fed　on　harpacticoid　co・

pepods ， 皿 ainly　Haipacticas　sp ．　Off　Nanaehama 　Beach　in　May 　1997，　juveniles　preyed　on 　harpacti−

coids ，皿 ainly 　Halectinosoma　sp ．　In　August，　the　ma 血 food　organisms 　of　juveniles（＞ 30　mm 　in　SL）

changed 　 from　harpacticoids　to　 small 　 benthic　 crustaceans 　 and 　polychaetes．　In　September 　1996，

juveniles　fed　chie 且y　on 　polychaetes．　Adult　males 　of　Harpactic”s　sp ．　and 撫 〜80勧 osω ηα sp．　were 　found
in　significantly 　larger　numbers 　than　adult 　females　and 　copepodites （stage 　I−V）in　fish　stomachs ．　In
contrast ，　no 　sigriificant　difference　was 　found　in　the　sex 　ratio　of　Harpαctict｛s　sp ．　on 　the　botto皿 sedi−

ment 　at　Iwabe．　Because　adult 　female　harpacticoids　in　the　stomachs 　of　juveniles　had　larger　body
widths 　than　adult 　males 　and 　copepodites ，the　biased　feeding　on 　adult 　males 　can 　not 　be　exphined 　by

diffbrences　in　prey　size ．　The 　speci 且c　feed血 g　by　marbled 　sole 　juveniles　migllt 　have　been　caused 　1〕y　a

behavioraユdi偸 rence 　between　harpacticoid　 males 　 and 　females　in　their　breeding　 season ．
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　 マ コ ガ レイ Pleuronectes　yoleohatnaeは 黄海，渤海，東

シ ナ海に，ま た 本邦で は 北海道南部 か ら大分県ま で の 沿

岸域 に 分布 して い る。1）北海道津軽海峡沿岸 の 函館湾か

ら木古内湾 に至 る 水域 で は本種を底建網および底刺網 で

漁獲し て お り，年 間 漁 獲 量 は 1986 年 か ら 1996 年 で は

208〜349 トン と な っ て い る 。

2）本種 の 資源管理 指針を構

築す る た め，1994年よ り北海道大学 水産学部，北海道

立 函館水産試験場 な どに よ り成魚，未成魚を対象 と した

生態調査が実施されて きた。その 結果，当海域 の マ コ ガ

レ イ は 対岸 の 青森県沿岸 に 分布 す る 魚群 とは 生殖的 に隔

離さ れ た繁殖集団で あ る こ とが 明 ら か とな り，3）ま た木

古内湾 で は
一

年の 大半を通 じて底生魚類群集中の優占種

で あ る こ と，の 年齢 と成 長，5）摂 餌生態
6）に つ い て もほ ぼ

解明さ れ て い る 。 しか し ， 漁業資源へ の 加入 量 を 決定す

る時期 と して 重要 な 初期生活史に関して は，当海域 で は

稚魚 が 沿岸域 に 広 く分布 して い る こ と7）以外知 ら れ て い

な い 。ま た 他 の 海域 で も仔稚魚の 形態 と分布，S）仔魚の

移動 ，

9）稚 魚 の 体長階級 別餌生 物 の 変化 ，

1°｝摂餌 日 周

期 11）の 報告 が み ら れ る に す ぎな い。

　異 体類の うち い くつ か の種 で は，着底直後か らあ る期

間まで 底生性 の 橈脚類で あ るハ ル パ ク チ ク ス 目 を主 に捕

食 して い る こ とが 知 られ て い る 。

12−14）ま た McCalll5〕は

ア ラ ス カ の Auke 湾 に お い て 標準体長 10〜25　mm の ヌ

マ ガ レ イ Platich　thys　stellatzesが ハ ル パ ク チ ク ス 目の

MicrαarthridiSn 　littoraleを主 に 捕食 し，さ らに 雄 が 雌や

コ ペ ポダイ トに比 べ て 多 く捕食されて い る こ とを報告 し

て い る。本研究 で は当海域 に お け る マ コ ガ レ イ の 生活史

初期 の 生産過程 を解 明 す る た め の
一

段 階と して，ま ず稚

ll 本論文 の 大要は 平 成 10年度 目本 水 産 学会秋季大 会で 発表 した．
＊ 2 北海道 大学大学院 水産科 学研究科 （Graduate　Scheol　of 　Fisheries　SCiences

，
　Hokkaido 　University，　Minato，　Hakodate，　Ho1頗 do

　 O41−8611
，
　Japan）．

＊ 3 北海道立 函館水産試験場 （Hokkaido　Hakodate　Fisheries　Experimental　Station，　 Yunokawa ，　Hakodate，　Hokkaido　O42−0932，
　 Japan）．
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魚の 成長 に伴う主 要餌生物 の 変化 を調 べ ，着底直後の 主

要 餌 生 物 が ハ ル パ ク チ ク ス 目で あ る こ とを 明 らか に した

上 で ，
マ コ ガ レイ稚魚の ハ ル パ ク チ ク ス 目に 対す る雄成

体に 偏 っ た 捕食 の 有無 を検討 した 。

材料および方法

　1995 年 に 北海道 立 函 館 水 産試験場 に よ り行 わ れ た 調

査 に より，マ コ ガ レ イ稚魚は北海道津軽海峡沿岸 の浅海

域 に広 く分布す る こ とが 確認され，特 に 漁船 の 避難港で

あ る 岩部漁 港 （Fig．1） で は 12 月 ま で 多数 採集され

た。7）そ こ で 1996年 4 月か らハ ル パ ク チ ク ス 目を捕食

しな くな る と考 え られ る 9 月 ま で 毎 月 1回 ，岩部漁港

に おけ る 水深約 4m の 砂底で 小型 ソ リネ ッ ト （40x60

cm ，目合 0．5　mm
，
　50　m 曳 ， 2 曳網）また は潜水 に よる

た も網 で マ コ ガ レ イ稚魚 を採集 した。1997年 に は 稚魚

に捕食さ れ て い た ハ ル パ ク チ ク ス 目の 属組成 と雌雄組成

に つ い て ， 稚魚の 成育場および年 に よる違 い を検討す る

た め に ，5 月 22 日 に 函館湾内七 重浜沖 水 深 約 5m の 砂

泥底 で，ま た 5月 26 日に は岩部漁港 で 稚魚の 採集を行

っ た。こ の 年岩部 で は 1996年と 同様 の 方法 で ，ま た 七

重浜沖で は 上 磯町漁業協同組合所属第七北竜丸 に よ り同

ソ リネ ッ トで 2 回 曳網 し採集 を行っ た。さ らに 1997年
5 月 26 日に 岩部 で は 海底上 の ハ ル パ ク チ ク ス 9 の 雌雄

組成 を 調 べ る た め ，潜水 し て コ ア サ γ プ ラ
ー

（内径 5

cm ，長 さ約 7cm ） に よ る採集を行 一
） た 。 採集地点 は ソ

Fig ．1．　 Location　of 　two 　sampling 　sites （hatched）

　　for　stomach 　contents 　analysis 　of 　marbled 　sole

　　juveniles．

リ ネ ッ トの 曳網線 上 の ほ ぼ 中間位置 と し，表面 か ら約

5　cm 深ま で の堆積物を 5 回採取 した。得られ た マ コ ガ

レ イ仔稚魚 お よび コ ア サ ソ ブ ラーの 標 本 は 10％ 海水 ホ

ル マ リン 溶液で 固定 し，研究室 に 持ち帰 っ た 。

　実験室で仔魚 と稚魚 の 区分 を南S）
の 発育段階に 基づ い

て行 い ，0．1mm 単位 で 標 準体長 （以下 体長 また は SL

とする） と口 幅 を測定 した 後胃を摘出した 。 胃内容物の

分析は実体顕微鏡下 で 行 い ，基本的 に各 月 20 個体 を上

回 る よ うに した 。 た だ し 1996年 7 月の 標本 は 18個 体

の み解析に供した 。 8 月以降の 胃標本 は 分類群別 に 湿重

量の 計測 が 可能 で あ っ た の で 0．1mg 単位 で 胃内容物 を

測 定 した 。 主 要餌生物 は，出現頻度 （観察 した 胃の 個数

に対するその餌生物が出現 した 胃の 個数の 百分率 ：F％），

個体数組成 （観察 した 餌 生 物 の 全個体数 に 対 す る そ の餌

生物 の 個体数薈分率 ： N ％）および湿重量組成 （観察し

た餌生物の 全湿重量に対するその 餌生物の湿重量の百分

率 ： W ％） に よ り検討 した 。 ま た ハ ル パ ク チ ク ス 目に

つ い て は Wells16）および蒲生 17〕に基づ い て 属 レベ ル まで

同定 し，雌成体 （コ ペ ポ ダイ トM 期），雄成体 お よ び コ

ペ ポ ダ イ ト （1〜V 期）の 3 つ の グル
ー

プ に 分け て 個

体数 と体幅 （0．Ol　mm 単位）を計測 した。コ ア サ ソ ブ

ラー
の 標本 は 40μm の ふ る い を 用 い ，か き ま ぜ 法

IB）に

よ る ろ過 を 5 回 繰 り返 して ，HarPactiCttS　sp ．を 抽 出し ，

上記 同様 3 グ ル ー
プ に 分け て 個 体数を計数 した 。

ハ ル

パ ク チ ク ス 目 に つ い て 雌雄 の 体幅の 比 較 に は U 検定 を，

ま た雌雄 比 の 検定 に は G 検定 を用 い た 。 な お ， 各検定

の有意水準は 0．05 とした。

結 果

　餌生物 の 月別変化 　1996年に岩部漁港で マ コ ガ レ イ

稚 魚 が 採集 さ れ 始 め た の は 5 月 で ，こ の 時期 に は仔魚

（6．7〜8．7　mm 　SL）も含ま れ て い た が ，6月以降は稚魚

の み採集され た。得られたマ コ ガ レイ仔稚魚に つ い て，

採 集月 別の 餌生物 の 出現頻度（F％）， 個体数組成 （N％），

湿重量組成 （W ％）を示 した （Table　1）。 着底直後 の

5 月 に は ハ ル パ ク チ ク ス 目 （F ％ ＝ 100，N ％ ＝ 98．7） が

高 い 割合を占め，主要餌生物 とな っ て い た 。 6 月 お よび

7 月は貝形類，ヨ コ エ ビ亜 目，多毛類な どが胃内容物中

に 出現 した が ，
ハ ル パ ク チ ク ス 目が依然と して最も高い

割 合 で あ っ た （6 月 ： F％ ＝95．0
，
N％ ； 66，8 ；7 月 ：

F％ ＝ 88．9，N ％＝57．8）。8 月 に は ハ ル パ ク チ ク ス 目 が

個 体数 組 成 で 50．5％ を占め た が 重量組成 で は 2．7％ と

低 か っ た 。 こ の 時期 ， 個体数組成 で はあま り高 くな い が

クー
マ 目 （W ％ ＝ ＝29．7），ヨ コ エ ビ亜 目 （W ％＝26．4），

多毛類 （W ％ ＝　30．3） が重量組成で 高 い 割合 を占め ， 出

現頻 度 も 53．3−80．0％ と高 か っ た 。 こ の よ うに 8月 に

は，主要餌生物が小型 の ハ ル パ ク チ ク ス 目か ら，よ り大
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Table　1．　 Percent　frequenCy　of　occurrence （F％），　percent　by　number （N％）and 　percent　by　weight （W ％）of

　　foQd　items　in　stomachs 　of　marbled 　sole 　larvae　and 　juveniles　at　lwabe　Fishing　Port　from　May 　to　September　in

　 　 1996

Food 　organism

May 　16 June　3 JUIy　3 August　5 September　4

F ％　 N ％　F％　N％　F％ 　 N ％　 F％　N ％　W ％　F％　N ％　W ％

CRUSTACEA

Ostracoda

CopePQda （Tetal）

　 Harpacticoida

　 Other　copepoda

　Malacostraca（Tota1）

　 Nebaliacea
　 Ta 皿 aidacea

　 Isopoda

　 Cu皿 acea

　 Mysidacea

　 Amphipoda （Total）
　　Gammaridea

　　Caprellidea

MEMATODA

HEXACORALLIA

　 Actiniaria
POLYCHAETA

OLIGOCHAETA

GASTROPODA
Unidenti五ed

　 6．7　　0．5　　12

100　　　99．2　　95

100　　　98．7　　95

　 6．7　　0．5　　25
　 3．3　　0．3　　10

　 0　 　 0　　 　0

　 0　 　 0　　 　0
　 0　 　 0　 　 　 0

　 0　 　 0　　 　0

　 0　　 0　　 　0

　 3．3　 0．3　 10

　 3．3　　0．3　 10

　 0　　 0　　　 0

　 0　　 0　　 　0

00000 00000 0
【
OrOOrO

28．770
．366
．83
．50
．4

　

　

　

　

　

44

■

000000000

　

2
ワ凵
　

2

00000

68．9　　34．5　　20．0　　6．5　　　1．3　 46．2　　5曾5

88．9　　57．8　　70．0　50．5　　　2．7　43．1　　3．8

88．9　　57．8　　70．0　50．5　　　2．7　43，1　　3．8

0　 　 0　　 0　　 0　 　 0　　 0　　 0

68，8　　　1．9　　70．0　 18．3　　37，1　 98．5　 70．9

0　　　　0　　　　0　　　0　　　　0　　　6．1　　0．4

6．3　　 0．1　 30．0　　4．1　　　5．3　 33．8　33．9

0　　　　0　　　10．0　　1．1　　　2．1　 16．9　　2．3

6，3　　 0．1　53．3　13．1　　29．7　73．8　　8．8

0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　7．7　　 0．9

56．3　　　1．7　　80．0　14．3　　26．6　 96．9　 28．5

56．3　　　1．7　　80．0　13。8　　26．4　 95．4　 24．0

0　　　　0　　　16．7　　0．5　　　0．2　　13．8　　0．7

12．5　　　0．2　 56．7　　6．9　〈 0．1　52．3　　8．0

056

．30012

．5

2．10

．10

．1034

．90
．25
．43

．95

．90

．918
．618
．40

，20

．4

0　　　　0　　　 0　　　　0　　　 4．6　　0．4　　3．3

1．7　　76．7　　2．8　　30．3　 93．8　　8．6　 53．2

0　 　 0　 　 0　 　 0　 　 0　 　 0　 　 0

0　　　　3．3　　0．1　 く 0．1　　 6．1．　　 0．3　　 0，2

3．8　　 6．7　　0．8　　　1．7　 43 ユ　　 3．4　　5．7

Mean 　number 　of　food　organisms

Number 　of　juveniles　examined

Number 　of 　juneniles　With　food

Mean 　standard 　length（mm ）

Range　of 　standard 　length（mm ）

12．33030

　 8，37
．2−9．8

　 23．5

　20
　 20

　 10．47

．5−12．7

　 48，1

　 18
　 16

　 19．114

，7−24．4

　 41．6

　 30
　 30

　 32．624

．6−39．1

　 18．4

　 62
　 62

　 41．628

．7−54．9

型の 底生甲殻類 お よ び多毛類 へ 転換 して い た 。 9月 に は

ハ ル パ ク チ ク ス 目は 出現頻度 で は 比較的高 い （F％ ＝

43．1） もの の ，個 体数組成 と 重量組 成 で は 低 か っ た

（N ％＝　3．8，W ％；o．1）。こ れ に 対 し，多毛類 が個体数

組 成 で は 低 い が （N ％ ＝ 8．6），湿重量組成 で は 53．2％

を 占め て 主 要 な餌に な っ て い た 。

　稚魚 1個体当た り が捕食 して い た餌生物の 平均個体

数 は ，ハ ル パ ク チ ク ス 目 を 大 量 に 捕 食 し て い た 7 月

（48．1 個体）と餌の 転換期の 8 月 （41．6 個体）に は 多 く，

他の 月 は 少な か っ た （12．3−23．5個体）。 ま た 空胃個体

は 7月 に 2 個体の みみ られ た。

　 1997年 5 月下 旬 ， 岩部漁港 で得 られ た 合計 20 個体

の マ コ ガ レ イ稚魚の 胃内容物組成は （Table　2），ハ ル パ

ク チ ク ス 目の 割合 が 高 く （F％＝95，N ％；93．0），他 に

は多毛類 （F％＝40．0，N ％＝3．4），ク
ーマ 目 （F％＝10，

N ％ ＝ 1．4），ヨ コ エ ビ亜 目 （F％＝15，N％＝L1 ）な ど

が み ら れ た 。 同時期，七 重浜沖 水 深 3〜5m で は 二 枚 貝

の 割合 も比較的高 か っ た が （F％ ＝60，N％ ＝35，9），岩

部 と 同 様 に ハ ル パ ク チ ク ス 目 の 割 合 が 最 も 高 か っ た

（F％ 累 100， N ％ ＝ 53．0）。

　体長階級別の餌生物の変化　海産仔稚魚の 餌に対す る

選択性 は
一

般 に 餌 サ イズ が 最優先 され る
19）の で ，体長

階級別 に 胃内容物 を検討 した （F堪．2）。個体数組成は

体長 30mm を 境 に して 大 ぎ く異 な り，体長 30．O　mm

ま で は ハ ル パ ク チ ク ス 目 が 56．1％ 以上 を 占め た。一
方，

体長 30．1mm より大型 の 個体 で はハ ル パ ク チ ク ス 目の

割 合 は 低 く （7．2％ 以 下 ），主 に ヨ コ エ ビ 亜 目 （14．4−

36．8％），クーマ 目 （6．4−36．8％）， タナ イ ス 目 （9．5−

37．1％），多毛類 （7．7−25．6％）が捕食 さ れ て い た 。 8

月の 標本 に つ い て み る と，ハ ル パ ク チ ク ス 目は 体長階級

25．1−30．Omm （7個体）で は 72．5％ を占め た 。 こ れ に

対 し，30．1−35．Omm （11個体）で はハ ル パ ク チ ク ス 目
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Table　2．　Percent　frequency　of　occurrence （F％）

　　and 　percent　by　number （N％）of　food　items　in

　　stomachs 　of　marbled 　 sole 　juveniles　at 　Iwabe

　　Fishing　Port　and 　offNanaehama 　Beach 　in　May

　 　 1997

幻
oo
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80

06
択

Z

37　　 16　　 8　　 6　　　e　　 19　　30

　　　　　　　　 May 　26，1997　　 May 　22，1997

Food　organism 　　　　Iwabe　　　　　Nanaehama 40

F％　　　N％　　　F％　　　N％
20

16

CRUSTACEA

Ostracoda

Copepoda
（Tota1）

　 Harpacticoida

　 Calanoida
Malacostraca
（Tota1）

　 Cumacea

　Amphipoda

　 Gammaridea

NEMATODA

POLYCHAETA
OLIGOCHAETA

BIVALVIA
Unidentified

095

匚

JrOOμ

−

2010

rOOOOO5噌
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．9090QAU9
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．4000
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101000

匚

り
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63

1．153

．606305

3．91

．1

2．81

．700

．635

．93
．3

0
　 7　2 −　10　1−　15　1−20　1−　25　1−　30　1−　35　1一　  　1一　弱 　」

　 10．0　　15．0　20．0　25，0　30、0　　35．0 　　鱒．0　葡 ．0　　50，0
　　　　　　　 Standard　length（mm 》

　　　　　　　　留 8193 ・ 161 ・

園 Oth 。 r5

圜 P 。 1．。 he ．t、 　 80

圏 Gamm6rid 。 茸

■ C ・ m 。G 日 　 ＊
CO

回 丁 ・ ・ aid ・。・ a ≧

  05t ・鼠 。 。da 　 釦

口 Harpactl。 。 rd 臼

　 　 　 　 　 　 　 20

5G．1−
55、0

Mean 　number 　of
food　organisms

Nurnber　of

juveniles
examined

Number 　of

juveniles　with
foodMean

　standard
length（mm ）

Range　of
standard 　length
（mm ）

22．1

20

20

10．4

8．1−14．6

9．1

20

20

9．0

7．9−9．9

は 10．8％ と な り， こ れ に か わ っ て ヨ コ エ ビ 亜 目

（30．1％），タ ナ イ ス 目 （21．6％）の割合が高 くな っ て い

た。こ の こ とか ら，体黝 30   で 認 め られ た個体数

組成 の急激 な変化は 採集月 の 違い に よ る もの とは 考 え ら

れ な い 。

　餌生物 の 重量組 成 で は （Fig．2），体長 25．1〜30．O

mln で すで に ハ ル パ クチ ク ス 目の 割合は 8．9％ と低 く，

ヨ コ エ ビ亜 目 （30，3％），多毛類 （25．9％）が高 い 割合

を占め，貝 形亜綱 （11．9％） や ク ーマ 目 （10．4％） も比

較的高い 割合 を 占め た 。 さ ら に大型の 娠 30．1   以

上 の 個 体で は 多毛 類 の 割合が 最 も高 く な っ て い た

（40．2−57，9％）。

　胃内容物中におけるハ ルパクチクス 目の属組成および

雌雄比　ハ ル パ ク チ ク ス 目が主要餌生物 で あ っ た 1996

4

0
　 25　1−　30　書

一
　35　畳一　40　1一　弱 　1−　50 　1−

　 30．0　甜．O　船 ．O　葡 、0　岡 ．0　55．O
　　 Stand8rd 　longth（rnm ）

Fig・2・ Stomach　contents 　composi 廿ons 　by　n  
・

　　bers （A）and 　weight （B ）by　size　of　marbled

　　sole　juvenile　coUected 　at　Iwabe 　Fishing　Po式

　　from　May 　to　September　1996，
　　　Numerals　above 　each 　bar　show 　the　number

　 　of 負sh 　examined ．

年 5 月 16 日 と 1997 年 5 月 26 日 の 岩 部 漁 港 お よ び

1997年 5 月 22 臼 の 函館湾内七 重浜沖で採集され た 稚

魚 に つ い て，胃中に 出現 した ハ ル パ ク チ ク ス 目の 属組成

お よ び 雌 雄 組 成 を 示 す （Fig．3）。 岩 部漁港 で は 1996

年 ， 1997年 と もに HaPtctiCics　sp ．の 個体数割合が高 く

（78．3％，85．5％），Zaus　sp ，や TiSbe　sp ．もみ られ た 。 函

館湾七重浜沖 で は Hatectinosema　sp ．が 74．5％ を 占め ，

その 他同定が可能な もの で は Zaus　sp ．が み られ た。岩

部 漁 港 で 捕食 さ れ て い た HaipactiCtas　sp ．は 1996年 ，

1997年 と もに 雄成 体の 割合がそれぞれ 66．0％ ， 71．8％
と高か っ た。両年 に おけ る雄成体と雌成体の 比 は そ れ ぞ

れ 3．3 ：1 お よび 4，5 ：1 で あ り，雄 と雌の 比 が 1 ： 1 と

仮定 した 場合 に 比 べ て 有意 に 雄成体の 割合が高か っ た

（G 検定，い ず れ もP く 0，001）。また函館湾 七 重浜沖で

捕食さ れ て い た HaleCtinosOma　sp ．で も雄成体の割合 が

65．1％ と高 く，雄成体 と雌成体 の 比は 2．6 ： 1 で あ り，

有意 に 雄成体の 割合が高か っ た （G 検定，P く 0．001）o
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Others 　IO 　
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　 Others　14．
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ZSUS 　sp 　23 ％

H2r ρ 20ticU5 　

　 　 　 85

　 　 　 　 　 　 　 　 　 M 旦 y 」6，1996
Co 閃 podiヒo 〔1甲V ） 14．3N 　　 Iwab ●

AdultmeIe66

．O、

May 　26，1997
1wabe

AduItmeIe

ア，．8％

　 Othor
　 　 23Zeus

　 sP

　 　 1．8 覧

Hsiectinosome
　 　 　 74 ．

May 　22，1997
Nanaehama

AduitmaIe65

　 1覧

Fig．3．　 Genus　compositions 　and 　demographic
　　compositions 　of　harpacticoid　copepods 　ingest−

　　ed 　by　marbled 　sole　juveniles．

　　　Bar　charts 　represent 　genus 　compositions 　and

　　pie　charts 　represent 　demographic　compositions
　　of　Ha ηりaCticas 　sp ．　and 正lale‘tinosema　sp ．

なお，雄成体 の 第 1触角が把握型に変形 して い るハ ル

パ クチ ク ス 目 （たとえ ば 1跏 御 漉 α∫∫ sp ．）は ，

一
般 に繁

殖期 に 雄が 雌 を捕 ま え る 交尾前ガード行動 を 行 うこ と が

知 られ て い る が，2°）捕食 され て い た 1弛 御 o’伽 僞 sp ．に

つ い て は雌雄 が連結した状態で捕食され て い る もの は み

られ な か っ た 。

　 胃内容物中におけるハ ルパ クチ クス 目の体幅および稚

魚 の ロ 幅範 囲　 1996 年 5 月 16 日 と 1997 年 5 月 26 日

の 岩部漁港お よ び 1997 年 5 月 22 日 の 七 重浜沖で採集

され た マ コ ガ レ イ稚魚に捕食され て い た ハ ル パ ク チ クス

目の うち ，主 に 捕食 さ れ て い た HarPactions　sp．お よび

Hatectinosoma　sp ，に つ い て ．雄雌成 体 お よ び コ ペ ポ ダ

イ トの 体幅の 中央値とそ の 範囲 を，ハ ル パ ク チ ク ス 目以

外 の 餌生 物 の 体幅範囲お よ び稚魚 の 口 幅範囲 と と もに 示

した （Fig．4）。
1抛 御 砒 粥 sp ．で は雄成 体の 体幅範 囲

は 0．23−O．32　mm ，瀲 体は 0．250 ．39   ，コ ペ ポ ダ

イ ト 1 − V 期 の 個体は 0．13−0．28mm で あ り，中央値 は

そ れ ぞ れ O．28，　O．33，　O．20 　mm で あ っ た。また鰍 体 の

体幅 は 雄成 体に 比 べ て 有意に 大 き か っ た （σ 検定 ，

　 　 （A）Ha厂pac 亡’σσ 5　8P．
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Fig ．4．　 Comparison 　of 　body　 widths 　of 　harpacti・

　　coids 　 and 　mouth 　 widths 　 of　 marbled 　sole

　　juven且es．
　　 A ：SiZe　ranges 　of　HarpaSticas　sp ．，other 　food

　　items，　and 　mouth 　widths 　at　Iwabe　Fishing　Port
　　 on 　May 　16，1996　and 　May 　26

，
1997．

　　　B ： Size　ranges 　of 石ralectinosoma　sp．，　 other

　　food　items，　and 　mouth 　widths 　off　Naロaehama

　　Beach　on 　May 　22，1997．

P く 0．001 ）。一方，Halectinosoma　sp．の 雄成体 の 体幅範

囲 は 0．10−0．17mm ，雌 は 0．15−0．20　mm ，コ ペ ボ ダイ

ト 1− V 期の 個体は 0，09−｛｝．15mm で あ り，中央値 はそ

れ ぞ れ 0．14，　O．18，0．11　mm で あ っ た 。HalectinosonuT

sp ．の 場合 に も雌成体の体幅は 雄成体に 比 ぺ て有意に 大

きか っ た （ひ 検定 ， P ＜ 0．001）。 こ れ ら両種 の体幅範囲

は と もに マ コ ガ レ イ稚魚 の 口 幅の 最小値 （岩部 ：O．45

mm ，七重浜 ：0．40   ）より小さ く， 中央値で比較す

る と HamPacticus　sp ．の 雌 成 体 の 体 幅は 口 幅 の 56．9％，

H ／alectinosoma 　sp ．の 雌 成 体 の 体幅 は 口 幅 の 37．5％ で あ

っ た 。
ハ ル パ クチ ク ス 目以外の餌生物の体幅範囲 と中央

値は，岩部 で は 0．20−0．52mm お よ び 0．37　mm で あ り，

七 重浜沖 で は 0．25−0．41mm お よ び 0．29　mm で あ っ た 。

こ れ らの 体幅 の 中央値 は HarPacincus　sp ．お よ び Halec−

tinosoma　sp ．の 雌成体の 体幅 の 中央値 に 対 し有意 に 大 き

く （U 検定，そ れ ぞ れ P く 0．05、P く 0．001）， い ず れ の

発育段階 の ハ ル パ ク チ ク ス 目も他 の 餌生物に 比べ て 小型

で あ っ た。

　コ ア サ ン プ ラ ーに よ る HarpacttCUS　sp ．の 雌雄 比

1997年 5 月 26 日に 岩部漁港 で コ アサ ン プ ラ
ーに よ り，

合計 75 個体の 翫 御 o’勉 ∫sp ．が採集 され た。組成は雄

成体が 36％，雌成体が 56％，コ ペ ポ ダイ ト（工〜V 期）

が 8 ％ で あ り，雄 と雌 の 比を 1 ：1 と仮定 して 検定 した
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結果 ， 有意差はみ られ な か っ た （G 検定，P ＝O．07）。

ま た，採集された雌成体 42 個体の うち 2 個体 は 卵 の う

を伴 な っ て い た 。 な お ，
コ アサ ソ プ ラーで採集 した Har−

Pacticzas　＄p．の 雌雄比は 胃内容物 中の 雌雄比 とは 有意な

差 が み られ た （G 検定，P ＜ 0．001）。

考 察

　変態期 の マ コ ガ レイ 仔魚は 浮遊性橈脚類を主 に捕食す

る が ，S）本研究 に よ り津軽海峡沿岸域 で は着底直後はハ

ル パ ク チ ク ス 目 を 主 に 捕食す る こ と が 明 ら か とな っ た

（Table　1）。ま た ，8 月 に は 標準体長 30　mm を超 え る個

体 は ハ ル パ クチ ク ス 目からよ り大型の底生性 甲殻類や多

毛類 へ 主要 な 餌 を 転換 して い た 。 砂泥底表面 上 また は砂

泥底中 に生息し，近底層水中に 出現す る こ ともあ る ハ ル

パ ク チ ク ス 目21）を捕食 する こ とで ，マ コ ガ レ イ稚魚 は

浮遊性 の 餌 か ら底生性 の 餌へ の転換 を 円 滑 に行 っ て い る

もの と考えられる。

　マ コ ガ レ イ稚魚は 1996年 お よ び 1997年の 岩部漁港

で は Hatpacticzas　sp ．を，1997 年の 函館湾七重浜沖 で は

H／aieCtinosoma 　sp ．を 多 く捕食 して い た。 こ の よう に マ

コ ガ レ イ稚魚は 成 育 す る場所 に よ っ て 異 な っ た種類 のハ

ル パ ク チ ク ス 目を利用 するが ， い ずれ の 種 に対 して も雄

成体を 多 く捕 食 して い た （Fig．3）。胃内容物中 に雄成

体が 多 く出現 した 理 由 と して，ま ず サ イ ズ 選択的 な 捕食

の 有無を確か め る必要が あ る 。 HarPacticus　 sp ．
，
　 Halec−

tinosoma　 sp ．と もに 雄成体に 比べ て 雌成体の 体サ イ ズが

大 き い （Fig．4） が ，捕食され て い た ハ ル パ ク チ ク ス 目

の 体幅はマ コ ガ レ イ稚魚 の 口 幅 に比 べ て 十 分 に小 さ く，

他 の 餌生物 よ り も小 さ か っ た 。 こ の 結 果 か ら 口器 サ イ ズ

に よ り制限 を受 け て雄成 体を多く捕食 した とは 考え に く

い
。

一
般 に 天然海域で のハ ル パ ク チク ス 目は雌 と雄 の 比

が 1 対 1 に 近 い か も し くは 雌 の 方 が 多 い こ とが知 られ

て い る 。

21）
実際 に コ アサ ン プ ラ

ー
に よる底質表面上 に お

け る 。肋 脚 薦 α∫ssp ．の 雌雄比 に 有意差 はみ られ な か っ

た 。 した が っ て ，体サ イ ズ が 小 さ い 方 の雄に偏っ た捕食

は，堆積物表面上 の雌雄比を反映した もの とは考え られ

な い 。多 くの 海産 の ハ ル パ ク チ ク ス 目は 交尾前ガー ド行

動 を 行 う。

20）ま た ダ ル ス 類 の 海 藻 に 生 息 す る Diar−

throdes　aystoecusは 雄 が雌を 探 し ， 交尾前 ガ
ー

ド行動 を

行 う前 に ，活 発 に 海 藻 上 を 動 き 回 る。22）そ し て

McCalli5〕は ア ラ ス カ 州 Auke 湾 で 標準 体長 10−25　mm

の ヌ マ ガ レ イ が Micrcarthridion　tiitoraleの 雄 を多 く捕

食して い る こ との 理 由 と して ，砂泥底上 に生患す る こ の

種は繁殖期 に 雄 が 雌を探す た めに 近底層 の水塊中 へ 泳 ぎ

出 す こ とに よ り，相対的 に 水塊中 に多 くな る こ と と ， 雄

の 活発な遊泳行動 に よ り稚魚 に 発見 さ れ や す くな る こ と

を あ げ て い る 。 本研究 で着底直後の マ コ ガ レイ稚魚に 捕

食され て い た HaipactiCtts属は海藻帯に 生息 し遊泳力を

持 ち ，Halectinosoma属は 主 に 砂泥底上 に 生息す る が水

塊中 に も出現 し遊泳 す る。2124 ） Bell　 et　 a 武23）は 」勉 臓 一

tieus属 の 1 種 お よ び Halectinosoma　hydrofugeの 性 比

は ， 堆積物中と水中で は異な り，水 中で は繁殖活動 の た

め 雄 が 多 くな るこ とを報告 して い る 。 HarPactiCt｛s　＄p．の

雄 成 体は 明 瞭 な 把握型 の第 1 触角をもち ， 交尾前 ガ ー

ド行動を行 うと考 え られ る 。 ま た コ ア サ ン プ ラ
ー

の 標本

か ら，5月 に は卵の うを持っ た 個体が確認 さ れ た こ とよ

り，繁殖期間 中 で あ っ た と考 え られ る 。

一
方，Halec−

tinosoma　sp ．で は 明 瞭な 把握 型 の 第 1触角 は 確認で き

ず，交尾前 ガード行動 を行 うか ど うか は形 態 的 に は不 明

で あるが交尾は行われ る で あ ろ う。 した が っ て ， 両種は

繁殖期 に雌を探すため に雄の遊泳行動が活発 に な る こ と

が 予 想 さ れ ，視 覚捕食者 で あ るマ コ ガ レ イ稚魚25）に 発

見 さ れ や す くな り ， 結果 と して 雄が相対的 に多 く捕食さ

れ た と考え られ る。と こ ろ で ，Webb26 ）は llTaiPastictts

uniremis ，　Tisbe　jurcata，　Z7ms　aurelii に つ い て ， サ ケ稚

魚に よ る捕食がハ ル パ クチ ク ス 目の個体数の増減に対 し

て ほ とん ど影響 が な い こ と を報告して い る。しか し，マ

コ ガ レ イ稚 魚の捕食に よ るハ ル パ ク チク ス 目の 個体群動

態 に 与 え る影響 に つ い て は 不 明で あ り，今後検討す る必

要 が あ る 。

謝 辞

　標本採集に当 っ て ご協力い た だ い た 現根室北部水産技

術普及指導所　中尾博巳 所長 ，現稚内水産技術普及指導

所　今野幸広氏，現網走西部水 産技術普及指導所 　山 本

禎氏，上 磯町漁業協同組合所属第七 北竜丸船主石崎英明

氏な らび に北海道大学水産科学研究科資源生産生態学講

座の 大学院生，学 生 の 諸氏 に 対 し厚 くお 礼申 しあ げ る。

また ，本稿に対 し， 有益な ご助言 とご指摘 を い た だ い た

校閲者の 方 々 に心 よ りお礼申 しあげる。な お，本 研究 の

一
部 は 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究 （No，

11660172） に よっ て 行わ れ た 。

文 献

1） 松 原喜 代松 ：魚 類の 形 態 と検索，第 1版，石 崎 書店，東

　 京，1955，pp ．1272−1272 ．
2） 石 野健 吾，佐 野満 廣 ：資源 管理 型漁 業推 進総 合対 策事業

　　（マ コ ガ レイ）．平 成 8年度 北海道立函館 水産試験場 事業 報

　 告 書，　219−233 （1997 ），
3） 石野 健吾，佐 野 満廣 ： 資源 管理 型漁業推進総含対 策事 業

　　（マ コ ガ レ イ）．平成 7 年度 北海道立 函 館 水 産 試験場事 業報

　 告 書，234−248 （1996），
4）　高 木美枝 子 ，モ ハ マ ド・メ デ ィ

・
シ ャ 7 イ プー

ル ，今 野

　 幸広，中尾博巳 ，佐野満廣，高橋豊 美 ： 木古内湾 とその 周

　 辺海域 に おけ る マ コ ガ レ イ と他の底生魚類 との食物関 係，
　 北水試 研報，51，67−76 （1997 ）．
5） M ．M ．　Shalieipour，　T．　Takahashi，　K ．　lshino，　T．　Takatsu，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Fisheries Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Fisheries 　Soienoe

824 中神 ， 高津，松田，高橋

　　 and 　 T ．　 Nakatani： Age 　 and 　 groWth　 of　 marbletl 　 sole

　　 PleuronectesアokOhatnae 　in　Kikonai　Bay　and 　the　nearby

　 　 water 　of　Hokkaido，　Japan．　Iraninn　」．　Fisheries　Sci．，1，〔F12

　　 （1999）．
6） M ．M ．　Shafieipour：Ecological　stUdies 　on 　food　habit　and

　　 growth 　of　marbleCl 　sele　Pleuronectes　yokohamae　in　Kikonai

　　 Bay　and 　nearby 　wate τs，　Hokkaido　Japan．　Dr．　thesis，　Hok ・

　 　 kaido 　Univ．，　Hakodate，1999，　pp．1−114．
7） 松 田 泰平，伊藤 雅nt

：種 苗放 流技 術基 礎調蚕 研 究 （マ コ

　 　 ガ レ イ 放 流技術基礎 調査）．平成 7年度 北海 道立 函館 水 産

　　 試験場事 業報 告書，131−138 （1996）．
8） 南 卓志 ： マ コ ガ レイ の 初期生活史．日水誌，47，1411−

　　 1419（1981），
9） 高橋清孝，星 合愿一，阿 部洋 士 ：石巻 湾 お よび 万石 浦 に

　 　 お け る マ コ ガ レ イ浮遊 期仔 魚 の 分 布 と移動．水 産増 殖，
　　 34， 1−8　（1986）．
10） 東海 　正，伊東 　弘，山 口 義昭 ：周 防灘 に おけ る カ レ イ

　 　 類 を と りま く群集構 造の 解明．マ リーソ ラ ソ チ ソ グ計画 ヒ

　　 ラ メ ・カ レイ　プロ グ レス レポー
ト（3），29−46 （1988）．

11） 東 海 正 ，伊 東 弘 ： 周 防 灘 に お け る メ イ タ ガ レ イ

　　 P伽 m 耽 罐 y5 ω 挧 銘孀 当 歳 魚 お よ び マ コ ガ レ イ

　　 Pleuronectes　yokohatnae当歳 魚の 摂 餌 日周期 ．日本ベ ン ト

　 　 ス 学会 誌，41，1−7 （1991）．
12）　 R．Edwards　 and 　J．　H．　Steele： The　 ecelogy 　 of　O−group
　　 plaice　and 　cemmen 　dabs　at　Lodh　Ewe　L　PopUlatien　and

　　 foed．」．　exP．　tnar ．　BioL　Ecol．，2，215−238　（1968）．
13）　 K ．Aarnio，　E ．　Bensdorf，　and 　N ．　Rosenback：Food　and 　feed−

　　 ing　habits　of　juvenile且ounder 　Platichthpts丿les＃ s （L．），and

　 　 turbet　SaoPhthalmt｛s　mtUtitntss 　L．  the　Aland　ArchipelagQ，
　　 northern 　Bartic　Sea．1Sea．　Res．， 36，

311−320 （1996）．
14） L．　Tito　de　Moraris　and 　J，Y ，Bodiou：Predation　on 　meiofau −

　　 na 　by　juvenile　fish　in　a　Western　Mediterranean且a丗 sh

　　 nursery 　ground．　Mar ．　BioJ．、82，209−215　（1984）．
15） J．N ．　McCall：Source　of　harpacticoid　copepods 　in　the　diet

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

of　juvenile　starry 　flounder．　Man　EcvL　Prog．　Ser．，86，41−50

（1992）．
J，B，　J，　Wells：Keys　to　aid   the　ident丗cation 　of　marine

harpacticeid　copepods
，
1st　ed ．

，
　Univercity　of 　Aberdeen，

Aberdeen，1976，　pp．1
−215．

蒲生 重男 ： ソ コ ミ ジ ソ コ 目，「日本海 岸動 物図鑑 五」 （西

村三 郎編），保育社，大阪，1995，pp ．57−112．
山西 良平 ：か きま ぜ 法 に よ る メ イ オ ベ ン トス抽 出 の 効 率．
ペ ソ トス 研連誌 ，

17118 ，52−58 （1979 ）．

J．R．　Hunter：Feeding　ecology 　and　predation　of　marine 且sh

larvae，　
“Marine　Fish　Larvae”（ed ．by　R．　Lasker），Washin・

gton 　Univ．　P 【ess ，　Seatle，1981，　pp ．33−77，
嶋 永 元 裕 ； ソ コ ミジ ン コ 類 （ハ ル パ ク チ ク ス 目） の 交尾

前 ガ
ード，生物科学，50，23−29 （1998）．

G ．R ．　F．　HickS　and 　B．　C．　CoUl1：The 　ecology 　of　rnarine 　meio −

benthic　harpacticoid　copepods ．（）ceano8r ．　Mar ．　BIO　1．　Ann ．
Rev．，21，67−175 （1983 ）．
W ．H ．　Fahrenbach： The 　biology　of 　a　Harpacticoid　Cop−

epQd ．工n 　Cellite，62，303 −376 （1962）．
S．S．　Bell

，
　G．　R ．　F．　Hicks，　and 　K 。　Walters；Active　swim ・

ming 　in　meiobenthic 　copepods 　of　seagrass 　beds：geog τaph −

ic　cornparisons 　of 　abundances 　and 　reproductive 　charac −

teristics．　Mar ．　Biol．，98，351 −358 　（1988 ）．
K ．Walters　and 　S．　S．　Bell：Diel　patterns　ef　active　vertical

migration 　in　seagrass 　meiofauna ．　Mar ．　Ecol．　PVog．　Ser．．34，
95−103　（1986）．
S．J．　DE 　Groot：On　the　interrelationships　between　morphol −

ogy 　of　the　al量mentary 　tract，　feod　and 　feeding　bChavieur　in
丘atfishes （P鴻ces ：Pleuronectiforrns），Neth．」．跏 Ras．，5，
121−196　〔1971），
D ．G．　Webb ：Effect。f　predation　byjuvenile　Pacific　salm 。n

on 　 marine 　harpacticoid　 copepods ．　IL　Predator　density
rnanipUlatien 　experiments ．祕 呂 Eoo盈吻 ．　Ser．，72，37−47
（1991）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


